
  

■ はじめに 
 

マメ科植物にはダイズをはじめ多くの栽培植物が含ま
れています。またマメ科植物は根粒菌と共生する事により、
空気中の窒素を生育に利用する事ができます。この共生
窒素固定の仕組みは、窒素肥料利用によるエネルギーコ
ストと環境負荷コストが問題となっている今、重要な研究対
象となっています。このようにマメ科植物は農学上重要な
研究対象ですが、マメ科作物の多くは遺伝子重複度が高
く、遺伝子機能解析が困難であり、この事が研究の律速と
なっていました。 

そこで私達は、マメ科のモデル植物であるミヤコグサ
（Lotus japonicus、図1)において、内生レトロトランスポゾン
LORE1 (Lotus Retrtortransposon 1)を利用した遺伝子破
壊集団を構築しました。これにより、マメ科の有用遺伝子
同定を従来以上に加速する事ができます。 

 
■ 活動内容 
 
１．ミヤコグサのゲノム内生のレトロトランスポゾンLORE1が、
培養細胞から再分化させた植物体の生殖細胞系列で転
移する事を明らかにしました。 
 
２．LORE1の転移を利用し、ミヤコグサの遺伝子破壊集団
を構築しました。また、次世代シークエンサーを利用して、
破壊された遺伝子の配列情報を大規模同定する系を構
築しました（図2）。 

 
３．共生制御遺伝子の網羅的同定のために、遺伝子破壊
集団からの共生窒素固定変異体の選抜を行っています。 
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図１. ミヤコグサの花（左）と根粒のついた根（右） 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2. 次世代シークエンサーを利用した変異遺伝子の 
大規模同定法 
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